
２．設置する大学の基本方針

四日市市大学設置に係る基本構想 【概要】

１．大学の目指す姿

⚫ 地域連携・産学連携を取り入れた実践的教育研究

⚫ 行政も積極的に関わり、企業との共同研究や地域
の関係者と協働した起業を推進

⚫ 卒業後も地域・大学とつながり続ける仕組みの創
出
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四日市市

高度な研究力・探求力を養成する大学
～大学院を含む設置計画～

研究活動を推進し、研究成果の社会
実装を積極的に行う大学

⚫ 県内および東海地域の大学や高等専門学校と積
極的に連携

⚫ 特別教員の招へい、連携大学同士のオンライン授
業や共同研究を推進

多様性を重視し、既設大学にはない特
色をもつ大学

地域の学習の中核としての機能を有し、
生涯学習の推進に寄与する大学

地域・大学等との連携

地域を拠点に国際社会に開かれた教育研
究の実施

・企業と連携した共同プロジェクト型教育

・県内、東海地域の企業、自治体、大学等高
等教育機関等と連携

人材養成

国際的な視野のもと多様性を柔軟に受容し、
課題の解決に向かう探求心と行動力を育
む

企業との共同研究や起業の実践に参画で
きる高度な能力を有し、イノベーションを創
出できる人材を養成

地域産業をけん引する、四日市ならではの
特色ある研究活動の推進

・企業や国内外の研究機関との共同研究

・大学の研究シーズを社会実装し、起業に
結び付けるための研究体制・支援体制

特色ある研究活動の推進 まちがキャンパスとなる大学

市民にひらかれ、四日市のまちがキャンパ
スとなる大学

立地を活かした産業界と教育をつなぐ拠点

地域連携・産学連携を推進しつつ、地
域とともに発展する大学

⚫ 大学院（修士課程、博士課程）の設置

⚫ 地域企業との共同研究開発の推進

⚫ スタートアップの実践力と高度な専門的能力、課
題解決力の養成

⚫ 地域企業への就職や地域での起業を目指す学生
を養成

⚫ 優秀な研究者による高度な研究活動の推進

⚫ 大学の研究シーズの社会実装、ビジネスに結び
付けるための研究体制・支援体制の整備

⚫ 大学・企業・行政が協働、四日市ならではの特色
ある研究活動を展開

大学間連携を推進し、教育資源を共
有して効率的な運営を行う大学

⚫ 全国や海外から見て魅力のある大学、地域資源
を最大限に活用して特色ある教育研究を遂行す
る体制

⚫ 学生・教職員において国籍・年齢・性別の多様性
を重視、多分野を横断する実践的能力の養成

⚫ 海外の企業、研究機関、大学等との連携、人的交
流、国際交流や国際的な研究活動を推進

⚫ 幼小中高校におけるものづくり教育、キャリア教
育、科学教育との連携、産業界と教育現場と市民
をつなぐ拠点

⚫ 地域企業で働く社会人のリカレント教育、地域に
おける生涯学習機関

本市の産業都市としての持続的な発展を見据え、DXや脱炭素化等の世界的な潮流に伴う産業構造の変化に対応するためには、成長分野をけん引する人材の養成や研究活動を活性化することが必須で
あり、教育研究の推進が重要である。一方で、三重県内における大学収容力は低い上に、理工系分野の整備水準は全国と比べ低い水準にあることから、地域を拠点とした質の高い人材養成・研究開発を
担う高等教育機関が必要である。



５．設置する大学の教育研究方針

３．人材養成の方針～予測不可能な時代を生き抜く人材～ ４．想定される教育研究分野

① 地域の産業構造をふまえ、技術とものづくりを核とした
理工系分野

② デジタル・グリーンなどの成長分野をけん引するために、
総合知として人文社会科学の基盤知識とデザイン思考・
ビジネス思考を併せ持つ高度専門人材の養成に向けた、
理学、工学、情報学等の分野

① 環境や社会および技術の変化に柔軟に対応するための総合的な知の教養、
専門分野の基礎知識、「生成AI」や「データサイエンス」を利活用する能力、コ
ミュニケーション能力、自ら考え行動する力、高い英語力等の修得

② 地域社会の理解とともに世界的な情勢を理解し、広狭両面の視座と因果関係
を考察する能力の養成

③ 四日市市および三重県において、地域と共に新たな技術や産業の創出を目
指し、イノベーションを実現させるための探求力・実行力を養成

地域および産業界との協力・連
携を活用した教育研究

i. 地域企業、行政等との関わりを通じた実践的教育
の実施

ii. 地域企業との共同研究、大学の資源や教育研究
成果の活用

学修者本位の大学教育の実践

i. 学修の成果の実感・獲得、課題等に応用・実践で
きる能力の養成

ii. 知識や技術を応用して起業するチャレンジを支援
するためアントレプレナー教育等の仕組みを構築

知識の共通基盤の確立と実践力の養成

i. 学習者自ら能動的に学ぶことによる幅広い教養・知識の涵
養、STEAM教育を基盤としたプロジェクト型教育の推進

ii. 論理的思考に基づき、専門性を実践的な課題解決およびス
タートアップにつなげることのできる教育研究の実施

iii. 海外留学も活用した英語教育・異文化理解教育、英語による
対話・交渉力の養成

学生・教員・職員の多様性を活かした
教育研究体制

i. 学生：国籍、年齢、性別の異なる学生同士が互いに刺激を受けるとともに協働的な教
育活動を実施

ii. 教員：高度な専門性を有する教員を配置、実務家、若手、女性、外国籍などの多様な人
材を登用

iii. 教育研究支援体制：資金取得・管理や契約書類作成、知財や権利関係の調整等を行う
専門的コーディネータやＵＲＡ（ユニバーシティリサーチアドミニストレータ）等の支援
体制を整備

新しい教育研究を実現する環境の整備

i. 「オープンマインド」をキーワードに、ディスカッションやアイデアの創発、学びあいや
コミュニケーションを容易にする多目的で可変的な協働スペースを持った大学施設

ii. ニワミチ空間をキャンパスとして活用。大学施設を開放し、生涯学習の一環として
人々がものづくりの現場に触れることができる、市民にひらかれた学習環境

iii. 企業との高度な共同研究を実現するセキュリティを重視した共同研究施設

６．想定される設置主体
国立大学をはじめ、公立大学の設置や既存の私立大学の移転等の設置主体を想定するとともに、一つの大学の枠を超え、
複数大学の設置・協力によるシナジー効果を得られるような大学間連携を念頭に置き、今後検討を継続する


